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船舶インシデント調査報告書 

 

                               平成２３年４月１４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

インシデント種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２２年５月９日 ０２時２０分ごろ 

発生場所 静岡県焼津市焼津港内 焼津港小川外港東防波堤東灯台から真方位０８

８°７２０ｍ付近  

（概位 北緯３４°５１.１′ 東経１３８°２０.２′） 

インシデント調査の経過 

 

 

平成２２年１０月１４日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第八いけす丸、３９.９８トン  

１１９９３０、株式会社いけす丸 

２０.４７ｍ（Lr）×５.９１ｍ×１.９０ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４４１kＷ、昭和５３年８月 

乗組員等に関する情報 機関長 男性 ６６歳 

 六級海技士（機関） 

 免 許 年 月 日 昭和３９年３月１３日 

 免 状 交 付 年 月 日 平成２１年１０月５日 

 免状有効期間満了日 平成２７年３月１８日 

死傷者等 なし 

損傷 主機の主軸受メタル及びクランク軸受メタルが異常摩耗、１番及び４番シ

リンダライナ並びにピストンに縦傷 

インシデントの経過 

 

 

 

本船は、船長及び機関長ほか１４人が乗り組み、焼津港南東方沖におい

て操業中、漁労機器用油圧ポンプを駆動していた主機が停止した。 

本船は、機関員が機関室に赴き、主機のクランクケース内の潤滑油量を

検油棒で確認したところ、検油棒では測れないほどの低油量であったこと

から、潤滑油を約１００ℓ補給し、主機を再始動した。 

本船は、操業を終えたのち、主機の潤滑油圧力が通常値より低い状態で

運航され、平成２２年５月９日０４時３０分ごろ、焼津港内で主機のクラ

ッチを中立にしたところ、主機が再び停止した。 

本船は、僚船にえい
．．

航されて着岸した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北西、風力 ２  

海象：穏やか 

その他の事項 主機は、定期的に消費した潤滑油を補給する必要があったが、機関長

は、潤滑油の管理を機関員に任せ、潤滑油の補給状況等を把握していなか

った。 

本インシデントの発生時、主機の潤滑油圧力低下警報装置は、作動しな
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 かった。 

主機の潤滑油圧力は、運転中、０.４～０.４５MPa を保つように機関取

扱説明書に書かれていたが、本船ではふだんから０.３MPa 以下の圧力で運

転されており、本インシデントの発生前に焼津港に戻る際には０.２５MPa

であった。 

本インシデント後、主機を精査した結果、次のことが確認された。 

(1) 潤滑油こし器に金属粉が付着していた。 

(2) 全ての主軸受メタル及びクランク軸受メタルが異常摩耗してケルメ

ット層が露出していた。 

(3) １番及び４番シリンダライナとピストンに縦傷が生じていた。 

(4) 潤滑油ポンプケーシング、潤滑油冷却器出入口など配管の数箇所に

潤滑油漏れが見つかった。 

(5) 潤滑油の性状は、鉄分が多いことを除いて規格を満たしていた。 

(6) 主機の潤滑油圧力低下警報装置は、正常に作動することが確認され

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は、焼津港内において主機のクラッチを中

立にした際、主機が、潤滑油不足の状態で長時間

運転されていたため、潤滑が阻害され、主軸受等

が異常摩耗等したことにより停止したものと考え

られる。 

本船は、機関長が乗組員を指導して適切な主機

の潤滑油管理を行っていれば、本インシデントの

発生を防止できた可能性があると考えられる。 

本船は、主機の潤滑油圧力低下警報装置のスイ

ッチが切られていたことから、同装置が作動しな

かった可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が焼津港内において主機のクラッチを中立にし

た際、主機が、潤滑油不足の状態で長時間運転されていたため、潤滑が阻

害され、主軸受等が異常摩耗等して主機が停止したことにより発生したも

のと考えられる。 

 




